
 
住友商事グループの経営理念・行動指針

目指すべき企業像

私たちは、常に変化を先取りして新たな価値を創造し、広く社会に貢献する 

グローバルな企業グループを目指します。

経営理念

〈企業使命〉

 健全な事業活動を通じて豊かさと夢を実現する。

〈経営姿勢〉

 人間尊重を基本とし、信用を重んじ確実を旨とする。

〈企業文化〉

 活力に溢れ、革新を生み出す企業風土を醸成する。

行動指針

 住友の事業精神のもと、経営理念に従い、誠実に行動する。

 法と規則を守り、高潔な倫理を保持する。

 透明性を重視し、情報開示を積極的に行う。

 地球環境の保全に十分配慮する。

 良き企業市民として社会に貢献する。

 円滑なコミュニケーションを通じ、チームワークと総合力を発揮する。

 明確な目標を掲げ、情熱をもって実行する。
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報告対象範囲など
•  対象期間：2015年4月1日～2016年3月31日
 (一部、2016年4月以降の活動内容を含みます）
• 対象組織：住友商事単体と住友商事グループ
• 前回発行：2015年9月
• 次回発行予定：2017年夏

参照した外部のガイドライン
•  IIRC国際統合報告フレームワーク
•  ISO26000「社会的責任に関する手引」
• (社)日本経済団体連合会「企業行動憲章」 
 (2010年9月14日）
• 環境省環境報告ガイドライン2012年版

将来情報に関するご注意
本アニュアルレポートには、中期経営計画「Be 
the Best, Be the One 2017」などについてのさま
ざまな経営目標及びその他の将来予測が開示され
ています。これらは、当社の経営陣が「Be the Best,  
Be the One 2017」を成功裡に実践することにより
達成することを目指していく目標です。これらの経
営目標及びその他の将来予測は、将来の事象につ
いての現時点における仮定及び予想並びに当社
が現時点で入手している情報に基づいているた
め、今後の四囲の状況などにより変化を余儀なく
されるものであり、これらの目標や予想の達成及
び将来の業績を保証するものではありません。し
たがって、これらの情報に全面的に依拠されるこ
とは控えられ、また、当社がこれらの情報を逐次
改訂する義務を負うものではないことをご認識い
ただくようお願い申し上げます。
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経営基盤
住友商事グループの事業活動を支える体制や、最重要の経営リソースである人材への取り組み、
CSR推進活動についてご説明します。
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セグメント別事業概況
各セグメントの目指す姿やそれに対する戦略、及び各事業部門の主要分野における機会とリスク、 
成長戦略などについて掲載しています。
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中期経営計画「BBBO2017」の推進
中期経営計画「Be the Best, Be the One 2017（BBBO2017）」の進捗状況について、具体的な
取り組み事例とともにご説明します。

住友商事を知る
400年にわたる住友の歴史と、新たな価値を創造し、広く社会に貢献する 
住友商事グループの事業活動をご説明します。
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